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広
島
大
学
大
学
院
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー

シ
ッ
プ
制
度
を
創
設
し
ま
し
た

文
部
科
学
省
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た

大
学
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
創
設
事
業
」
の
実
施
機
関
と
し
て
採
択

　

広
島
大
学
で
は
、
地
域
社
会
・
国
際

社
会
で
活
躍
し
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
に
貢
献
で
き
る
高
度
な
研

究
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
、
広
島
大
学

大
学
院
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
制

度
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
的
課
題
の
ニ
ー
ズ
の
高
い
情

報
・
Ａ
Ｉ
、
量
子
、
マ
テ
リ
ア
ル
、
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
に
関
係
す
る
研

究
科
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
博
士
課
程
後
期

1
年
次
学
生
か
ら
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー

と
し
て
募
集
・
選
抜
し
、
研
究
に
専
念

で
き
る
よ
う
経
済
的
支
援
と
キ
ャ
リ
ア

開
発
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　

情
報
・
Ａ
Ｉ
、
量
子
、
マ
テ
リ
ア
ル
、

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
の
分
野
に
入

学
す
る
優
秀
な
博
士
課
程
後
期
学
生
53

人
を
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
認
定

し
、
毎
年
度
生
活
費
相
当
の
研
究
専
念

支
援
金
１
８
０
万
円
と
研
究
費
３
０
万

円（
い
ず
れ
も
年
間
上
限
）の
フ
ェ
ロ
ー

シ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

▽ 

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照

や
宿
泊
費
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き

た
」「
移
動
時
間
が
短
縮
で
き
、
1
日

に
複
数
社
の
面
接
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
た
」
等
、
肯
定
的
な
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。
状
況
・
目
的
に
応
じ
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
と
対
面
の
使
い
分
け
が
徐
々
に

浸
透
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
10
月
以
降
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
主
催
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
は
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
、
そ
の
他
の
オ
ン
ラ
イ
ン
企
業

説
明
会
等
に
つ
い
て
も
、
随
時
、
電
子

掲
示
板
Mｙ
も
み
じ
等
を
通
じ
て
学
生

へ
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
で
は
10
月
～
3
月
に
か
け
て
、

3
密
の
回
避
を
目
的
と
し
て
以
下
の
よ

う
な
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

●
ス
カ
イ
プ
やM

icrosoftTeam
s　

　

を
通
じ
た
個
別
キ
ャ
リ
ア
相
談　
　

　

●
ラ
イ
ブ
配
信
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

　

信
に
よ
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
セ
ミ
ナ
ー

　

の
開
催

　

ま
た
、
会
社
説
明
会
等
の
イ
ベ
ン
ト

が
相
次
い
で
中
止
と
な
る
中
、
企
業
や

社
会
人
と
の
接
点
を
作
り
、
情
報
を
得

や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、
以
下
の

よ
う
な
取
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
本
学
学
生
を

と
り
ま
く
就
職
活
動
の
環
境
に
も
大
き

な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
企
業
の
採
用

選
考
活
動
に
お
い
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
会
社
説
明
会

の
開
催
や
面
接
選
考
の
実
施
等
の
工
夫

を
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
は
、
例
年
よ
り

も
緩
や
か
な
ペ
ー
ス
で
採
用
選
考
が
進

み
つ
つ
、
例
年
と
同
様
の
内
定
率
に
上

昇
し
た
よ
う
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

採
用
選
考
に
つ
い
て
、学
生
か
ら
は「
遠

方
企
業
で
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
」「
交
通
費

　

●
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
通　

　

じ
た
卒
業
生
に
よ
る
就
職
セ
ミ
ナ
ー

　

●
電
子
掲
示
板
Ｍ
ｙ
も
み
じ
を
通
じ　

　

た
就
職
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
提
供　

等　

　

近
年
、
10
月
～
11
月
の
時
期
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
等
の
参
加
者
数
が
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
が

導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
選
考
活
動
の

早
期
化
は
さ
ら
に
加
速
傾
向
に
あ
る
よ

う
で
す
。
企
業
研
究
等
早
め
に
準
備
し

て
お
り
、
準
備
期
間
が
長
か
っ
た
学
生

ほ
ど
、
ス
ム
ー
ズ
に
コ
ロ
ナ
禍
の
選
考

活
動
に
対
応
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
学
部
２
年
生
向
け
の
就

職
情
報
冊
子
を
作
成
・
配
付
す
る
と
と

も
に
、
2
年
生
向
け
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を

3
回
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
学

生
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
例
年
10
月
～
11

月
頃
に
開
催
し
て
い
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

４
月
～
5
月
頃
と
早
い
時
期
で
の
開
催

に
変
更
し
て
計
画
し
ま
し
た
。併
せ
て
、

若
手
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
情
報
に
つ
い
て
も
、

「
広
島
大
学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
取
材
」
サ
イ

ト
を
立
ち
上
げ
、
学
生
へ
の
提
供
コ
ン

テ
ン
ツ
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
セ
ミ
ナ
ー

等
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
積
極

的
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
現
時
点
で
の
開
催
予
定
イ
ベ
ン
ト
は

左
上
表
を
参
照

j

原則、　　　　　　　で開催予定です。

開催日程は変更となる場合があります。

最新情報はセンター HP でご確認ください。

https://www.hiroshima-u.ac.jp/gcdc

ガイダンス・セミナー開催予定
（2021 年 4 月～ 2021 年 9 月）

　　　　　　　　　　　　※開催済を含む

2021 年 4 月
　7  ( 水 ) 就活オリエンテーション
　16( 金 ) 適性検査を使った自己分析実践講座
　22( 木 )・23( 金 )
　　　　  夏インターンシップ対策（文系・理系）
　27( 火 ) (2 年生向け ) インターンシップ基礎講座
　28( 水 ) (1 年生向け ) 学生生活の過ごし方を考える
　30( 金 ) 自己分析実践講座
　　　　  ～自己 PR 作成の土台を作ろう～
5 月
　7( 金 ) インターンシップにおける ES の書き方講座
　14( 金 ) インターンシップにおける ES の書き方講座
6 月
　9( 水 ) ～コンソーシアム人材セミナー
                　「博士のキャリアデザイン」
                     「多様なキャリアパスを知る」　ほか
　19( 水 ) インターンシップ合同説明会
　

LIVE 配信

大
学
院
生
向
け

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

前
期
派
遣
中
止
に
つ
い
て

　

２
０
２
１
年
度
夏
期
に
予
定
し
て
い

た
G
．
e
c
b
o
海
外
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
派
遣
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
う
各
国
政

府
の
入
国
制
限
措
置
や
、
航
空
路
線
の

欠
航
、
減
便
に
よ
る
影
響
を
踏
ま
え
中

止
と
し
ま
す
。　

　

現
在
は
、
派
遣
先
と
の
関
係
継
続
に

務
め
な
が
ら
、
G
．
e
c
b
o
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
再
開
で
き
る
準
備
を
し
て
お
り

ま
す
。

▽
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照

https://w
w

w
.hiroshim

a-u.ac.jp/gecbo

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を

踏
ま
え
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
で
は
、
研
究
キ
ャ
リ
ア
の
初
期

段
階
に
あ
る
博
士
課
程
後
期
学
生（
Ｄ
）

及
び
若
手
研
究
者
（
PD
）
を
対
象
に
、

新
分
野
に
挑
戦
す
る
活
力
の
あ
る
研
究

人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
（HIRAKU

実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
若
手

研
究
者
が
社
会
の
多
方
面
で
活
躍
で
き

る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
本
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
大
学

院
共
通
科
目
や
各
研
究
科
が
開
設
す
る

科
目
・
独
自
セ
ミ
ナ
ー
等
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
若
手
研
究
者
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
必
要
な
指
導
・
助
言

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
教
養
教
育
科
目
（
社
会
連
携

科
目
）
と
し
て
、
１
タ
ー
ム
・
２
タ
ー

ム
に
、「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
概
論
」「
地

域
社
会
探
検
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体

験
し
て
み
よ
う
―
」「
実
践
フ
ロ
ン
ト

ラ
ン
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
講
し
て

い
ま
す
。

学
部
・
大
学
院

２
０
２
１
年
度
も

キ
ャ
リ
ア
関
連
講
義
を

開
講
し
ま
す

未
来
博
士

３
分
間
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

挑
戦
者
を
募
集
し
ま
す

　
「
未
来
博
士
３
分
間
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
」を
11
月
頃
に
開
催
予
定
で
す
。

挑
戦
者
の
募
集
は
、
６
月
頃
よ
り
開
始

す
る
予
定
で
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

https://www.hiroshima-u.ac.jp/gcdc_yr/fellowship
https://www.hiroshima-u.ac.jp/gcdc_yr/fellowship
https://www.hiroshima-u.ac.jp/gcdc
https://www.hiroshima-u.ac.jp/gecbo


原則、　　　　　　　で開催予定です。

開催日程は変更となる場合があります。

最新情報はセンター HP でご確認ください。

https://www.hiroshima-u.ac.jp/gcdc

２
０
２
０
年
度
求
人
件
数

２
０
２
０
年
度
相
談
実
績

集
計
期
間
：
２
０
２
０
年
４
月
～
２
０
２
１
年
３
月

求
人
件
数
（
計
）：
２
７
２
７
１
件
（
前
年
度
比
１
０
１
％
）

未
来
博
士

３
分
間
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

を
開
催
し
ま
し
た

　

２
０
２
０
年
11

月
21
日
に
、「
未

来
博
士
3
分
間
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

２
０
２
０
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

未
来
博
士
3
分

間
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
は
、
社
会
に
お
け
る
博
士
人
材
と
博

士
研
究
に
対
す
る
理
解
を
広
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
募
集
対
象
を
日
本
国
内

の
大
学
に
在
籍
す
る
博
士
課
程
後
期
学

生
に
拡
大
し
、
24
の
国
公
私
立
大
学
か

ら
62
件
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
内
12
大

学
に
所
属
す
る
博
士
課
程
後
期
学
生
20

人
が
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン(Zoom

)

で
発
表
し
ま
し
た
。　

　
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
達
は
、
1
枚
の
ス
ラ

イ
ド
、
持
ち
時
間
3
分
で
自
身
の
研
究

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
魅
力
を
わ
か
り
や
す
く

語
り
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
知
的
好
奇
心

を
掻
き
立
て
ま
し
た
。

　

日
本
語
部
門
、
英
語
部
門
の
各
最
優

秀
賞
、
優
秀
賞
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞

の
受
賞
者
に
は
奨
学
金
が
授
与
さ
れ
た

ほ
か
、
特
別
協
賛
企
業
か
ら
企
業
動
画

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

集
計
期
間
：
２
０
２
０
年
４
月
～
２
０
２
１
年
３
月

相
談
件
数
（
計
）：
２
６
１
８
件
（
前
年
度
比
９
９
％
）

セ
ン
タ
ー
か
ら

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
当
セ
ン

タ
ー
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
、
就
職
支

援
の
方
法
に
つ
い
て
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
を
活
用
す
る
等
工
夫
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
年
、
東
京

や
大
阪
で
就
職
活
動
を
行
う
学
生

の
た
め
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て

い
ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年
度
に

引
き
続
き
２
０
２
０
年
度
も
中
止

と
し
ま
し
た
。
一
方
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
卒
業
生
セ
ミ
ナ
ー
を
３
回
開

催
し
ま
し
た
。
普
段
は
面
会
が
難

し
い
遠
方
の
卒
業
生
と
在
学
生
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
対
話
で
き
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
４
月
１
日
付
け

で
、
三
須
敏
幸
教
授
が
グ
ロ
ー
バ

ル
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
本
学
学
生
に
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
考
え
る
機
会
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
実
施
し

て
ほ
し
い
キ
ャ
リ
ア
支
援
、
就
職

支
援
等
、
ぜ
ひ
皆
様
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ガイダンス・セミナー開催実績
（2020 年 10 月～ 2021 年 3 月）　

※【　】内は参加者数（オンラインで実施）

2020 年 10 月
　8  ( 木 ) リクルートキャリア OBOG セミナー【22 名】
　13( 火 ) 就活オリエンテーション
　　　　【（文系）50 名、（理系）77 名】
　14( 水 ) インターンシップ事後指導【47 名】
　20( 火 ) 筆記試験対策講座【16 名】
　22( 木 ) エントリーシート実践講座【10 名】
　27( 火 ) リクルートマナー講座【10 名】
    29( 木 ) 職種・業界・企業研究の進め方【14 名】
11 月
　10( 火 )「自己 PR」を鍛える実践講座【8 名】
　13( 金 ) 留学生向け就職ガイダンス【6 名】
　14( 土 ) オンライン OB/OG 訪問【56 名】
　21( 土 ) 未来博士 3 分間コンペティション
　　　　【（日本語部門）160 名、（英語部門）335 名】
12 月
　1( 火 ) ～業界セミナー
　　　　【参加企業 53 社、参加者 871 名】
　2( 水 ) ～コンソーシアム人材セミナー
　　　　【参加企業 8 社、参加者 210 名】
　12( 土 )、13( 日 )
　　　企業 / 業界研究セミナー【約 180 名】
　19( 土 ) 各府省参加型学生説明会【227 名】
2021 年 1 月
　18( 月 ) 面接対策講座
　　　　【（文系）88 名、（理系）113 名】
　20( 水 ) 日経新聞活用術【18 名】
　23( 土 ) 合同業界説明会【約 310 名】
2 月
　13( 土 ) 関東・関西 OB/OG 業界研究セミナー【75 名】
　15( 月 ) 国家公務員採用試験制度説明会【167 名】　
　16( 火 )、18( 木 )
　　　　集団面接・GD 実践セミナー【34 名】
　19( 金 ) 合同業界説明会【約 140 名】
　22( 月 ) 合同業界説明会【約 90 名】
3 月
　1( 月 ) ～中四国国立大学合同企業説明会
　　　　　　　　　　　【約 150 名】
　16( 火 )、17( 水 )、18( 木 )　公務員セミナー【264 名】

ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ配信

発行・お問い合わせ先
　グローバルキャリアデザインセンター
　電　話：082-424-6165
　メール：career-group@office.hiroshima-u.ac.jp

就
活
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

配
布
し
て
い
ま
す

　

２
０
２
１
年
度
学
部
３
年
生
及
び
大

学
院
博
士
課
程
前
期
・
修
士
課
程
１
年

生
向
け
「
就
活
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
の
カ
レ
ン
ダ
ー

や
就
活
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
、
就
職
活
動

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
始
め
る
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
活
用
し
自
身
の
活
動
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
。

【
掲
載
内
容
】

　

・
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

・
自
己
分
析
に
つ
い
て

　

・
自
己
Ｐ
Ｒ 

の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー

　

・
電
話
の
掛
け
方
・
敬
語
の
使
い
方

　

・
会
社
説
明
会
・
会
社
訪
問

　

・
面
接
試
験
の
形
式
と
心
得　

等

【
配
布
場
所
】

　

東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
：
グ
ロ
ー
バ
ル

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
学
生

プ
ラ
ザ
２
階
）・
各
学
生
支
援
室
、
霞

キ
ャ
ン
パ
ス
：
学
生
支
援
窓
口
、
東
千

田
キ
ャ
ン
パ
ス
：
学
生
支
援
窓
口　

等

　

G
.
e
c
b
o
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

２
０
２
１
年
3
月
に
N
E
W
S
L
E

T
T
E
R

20
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
の
た
め
、
２
０
２
０
年
度
は
、

残
念
な
が
ら
海
外
派
遣
は
す
べ
て
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
過
去
年
度
の
派
遣

学
生
・
卒
業
生
・
派
遣
関
係
先
等
に
寄

稿
い
た
だ
き
、
各
学
生
支
援
室
ご
協
力

の
も
と
、
発
行
に
至
る
こ
と
が
で
き
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

G
．
e
c
b
o
プ
ロ
グ
ラ
ム

N
E
W
S
L
E
T
T
E
R

20
号
を

発
行
し
ま
し
た

未
来
を
拓
く
地
⽅
協
奏
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
（HIRAKU

）

成
果
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

２
０
２
１
年
３
月
３
日
に
、
未
来
を

拓
く
地
⽅
協
奏
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（HIRAKU

）
の
第
12
回
成
果
報
告
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
（Zoom

）
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

未
来
を
拓
く
地
⽅
協
奏
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
（HIRAKU
）
取
組
紹
介
、

企
業
に
お
け
る
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
活
用
や
人
材
採
用
の
事
例
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
談
な
ど
の
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、HIRAKU

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
採

用
し
た
若
手
教
員
が
自
身
の
キ
ャ
リ
ア

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
研
究
者
と
し
て

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
１
５
３
人
の
参
加
が
あ
り
、
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

日
本
語
版
冊
子
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
学
生

プ
ラ
ザ
2
階
）
ま
た
は
各
学
生
支
援
室

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

https://www.hiroshima-u.ac.jp/gcdc

